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心理 的 概 念(4)
社 会的 ・文 化的 特 性（たとえば，関係集団，ロール・プレイング，倫理的価
値などのようなもの） ニ
第一 の タイ プ の測定 は， 毎 日利用 す るも の 岑自然科 学 で よ く知 ら れてい る
も のである。 経営 者 は， 店舗 の面 積， 包の容 積， 積 荷の 重量， お よび商品 の
動 きなどに関 して の測定 に関 係す る。 第2 と第3 の タイ プ の測定 にっい て，
若 干 の例 をあげ ると， 課 業 を遂行 す るのに 必要 と され る時 間， 機械 作業 を遂
行 する能 力， 管理 能 力，知 能， 態度， お よび遂 行 度な どで あ るか， この よう
な 事物 を測定 す るとい う間題 は一 層むず か しい 。上 述 の 第4 の領域 に関 して
は， 大 き さの よ うな， わ れわ れが 今限定 してい る事物 に よって 特性 を測定 す
る ことは， 不 可能 で ある かもし れない。
事物 を測定 す るた めに は， 測定 の基準 が設定 さ れな け れば な らない。 この
ような基 準 ぱ 尺 度” と呼 ば れ， そ れには質 を異に する尺 度 があ る。
次 のよ うな4 つ のタ イプ め尺 度 が,s.s. ス テ ィ ーブ ンスに よって要 約 さ
れてい る。(1
） 名 目的 な もの
（2） 序 列 を示 す もの（等級づけ）(3)
程 度， 質， 量 な ど の差 を示 す もの
（4） 比 率14）
名 目的 な測 定（nominalmeasurement ） とは， た んに類 似 し た項 目を一 緒に
して分類 す る こ とで あ る。 たとえば，一 つの数 字 または文 字 が， ある一 つの
集 団 の中 にい る 肺胞に それ ぞれ割当 てら れ， もう一 つの 数字 また は文 字 が，
そ の中の女性 に それぞ れ割当 てら れ る。 そ の数字 または 文字 に もとづい て，
個人 は男 性 組か， 女 性 組 かのい ず れかに 割振 ら れ る とい う もの である。
序列尺 度（ordinalscale ）は， ある特性 に序 列 を定 めて お くもの であ る。 従
って，一 方 の要 素 が他方 の要 素 より も， 何か が “多 い ” が 少 ない ” かに よ
る。 記号 で示 す と，y に関 係があ るJ は，xRy で表 わ さ れ， またR ’がR
を補足す る もの で あ れば， 序列 を示 す シス テ ム，xR'y で示 される。 た とえ
ば， 関 係 尺ぱ 濃 い 赤 ” であ り， 従 ってy ぱ 薄い 赤 ” に な る。 ある もの





















序 列 的 尺 度 自然的原点をもった序列的尺度










































































めら れた数字的 な基 準 を満た してい ない として 仏 確 かに 役 に 立つ。 定義 と
密接 に関 連し た測 定 の概 念は， 研 究者 の 目的 に 役立 つで あ ろう。A. し コム
レイ は， そ れを次 の よ うに 述 べてい る。
“も し数 字で示 す記述 方法 が， 人 間 行動 を言葉 で述 べ， ま たそ れ を予測 する
そ の手助 けに 使用 される とす れば， 別 の文 章 の前後 関 係に 当 ては めら れ る一
連 の条件 を満 たす ために， 失 敗 を前提 に して そ れら を利用 する こ とに 異議 を
唱え るの は， お かし なこ とであ る。い ろい ろな方 法 が役立 つ こと が可能な一
つ の実用的 目的 が考 えら れなけ れば なら ない 。 た だ一 連 の論理 的 基準 を満足
させ ようと苦 悶 す るだけ では， 成功 しない かも しれない し， また失望 す るこ


















































































































心理的 ・ 社会的 構成 概念 を測定 す るのに， 何 か有 効 性 を構成 す るのか とい
う問題は， 全 く明ら かで はない 。 し かし ながら， 調 査 機 関 や経営 の研 究者た
ちは， 全 国 至 る所 で測定 や適用 の有効 既に関 して， あ ま り深い 考え を もたず
に 抽的的 概 念 を測定 し よ うと七て質問 表 に よる調 査 をし てい るこ とは事 実で
あ る。R. し イ ーペル が心理 テスト の有効 注に関 して 指 摘 してい るこ とは，
ビ ズネス ・ リサ ーチで一 般的 に用い ら れる数多 くの タイ プ の測定 に 容易 に挿
入 するこ とが で きる とい うことで ある21）。 彼 は， 次 の よ う な リストに 編入さ
れてい る知能 テ ストの有 効性 を構成 す るもの に関 し て， 専 門家 の様 々な定義
を集 めてい る。1
） テ スト の有 効性 は， あ る基 準 とのそ の相 互関 係 で あ る。（ たとえば，あ
る一つの知能の基準は，訓練された観察者たちの集団の判断になろう。）2
） 有効 性 は， テスト の粗点 と完全 に信 頼 で きる テス ト の メジ ャ ーと の間
の相互 関 係 であ る。3
） 有効 性 は， あ る テストが測定 する こと にな う てい るも のを判断 す る正
確 さであ る。4
） 実用主 義的 な有 効 性は， その手段 か お る与 えら れ た 目的 にと って有効
な範 囲であ る。換 言 す れば， あ るテス トが役 に立 て ば， そ れは妥当 して
い ることに なる。
次 のよ うに実 用主義 的 な有効性 には，2 つ の適 用法 が あ る。
㈲ 同時 的 有効性 。 あるテ ストが2 つ の現存 してい る属 性間 の 相違 を測
定 する場 合 には， そ れは同時 的 有効 性 を もっ てい る。
（b） 予 測 の有 効i生。 こ れは将 来に おけ る個 々人 の行 動 の間 を区 別 しよう
とす る能 力 に適用 される。5
） あ るテ ス トが， 十 分 に自 信 をもって説 明 さ れうれ ば うるほ ど， その有
効性 は， ま すます大 きくな る。 ト6
） 表面的 有効 性 また は経 験的 有効性 。 研究者 が関 心 を もつ現 象 または行
⊃
れる。c. モ ル テ ィツが指摘 してい るよ うに， 次 の2 つ の主要 な問題 が
考慮 されな け れば ならない 。(1)研究者 が存 在 す ると 仮定 してい る行動 の

































） モ デル。 あ るモ デルは， そ れが設 計 され る関 連 性 の 構造 また は システ
ムを正 し く表 わす場 合 に， 有 効 であ る と言 われ る。{6
） 実 験。 実 験 の有効性 は， 内部的 有 効|生（internalvalidity ） と外 部的有
効性 （externalvalidity） とい う2 つ のタ イプ に分 け ら れ るだろ う。 実験
は， そ れが 行 なわれ た状 況 の中 で予 測 す る こ とがで きる場合 に， 内部的
に有 効 で ある とい う。 こ れは， す べて当 面 の問題 に関 連す る変 数 が， 実
験計 画 の中 で制 御 された変 数 か， また は無 作為に 選 ば れ た変 数 かのい ず
れかに分 離 されて きたこ とを意味 す る。
外部的 有 効性 とは， 実験 が行 な われ たそ の限 ら れた状 況 の範 囲 を超 えて，
そ の実 験 結果 か おる限 定 された母集 団 また は状 況に 適 用 す ること を意味す
る。あ る母 集 団が限定 されて， 標本 が容認 され た確 率法 に よって抽 出 され
る場合 に， そ の標本 から得 ら れる評 価は， 非 確 率標 本抽 出誤差 が制 御 され
てい た な らば， 外部的有 効 欧を もっ で あろ う。
6 規範√標準，基準，および目標












































































































変 数の値 の一 つ一 つに対 して 解答 され る。定 数（constant）は， 一 度 そ れが一
つ の問題 の組 合 せに対 して決定 され ると， そ の定 数 の値 が固定 さ れてし まう
とい うこ とに おい て， 媒 介変 数 と異 な るもの であ る。
関数は， 定 数 と媒 介変 数， ま たはい ず れか一 方 を含む 独立変 数 と従属変数
と の間の関 連 性 を説 明す る ものであ る。 もし， 独立変 数X のそ れぞ れの値に
対 して， 従 属変数Y に一 つの値 か おる ならば， その時，Y はX の単一 の値 の
関 数であ るとい う。 組合 せ とい う専門 用 語 の点 から見 る と， 関数 は， 変動領
域 と呼ば れる一方 の組合せ のそ れぞ れの要 素 を分 布範 囲 と呼ば れるも う一方















































































































あ げてい る すなわち， 観察， 実現（観察を可能にする事態をひき起す），分
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析，お よび推測 の4 つで あ る。分 析 は， 現 在 の状 況 や問 題 か ら解答 を導 き出
してい る。つ ま り， それ以 前の観 察 や情報 は必 要 と され てい ない 。 推測 と分
析 は2 つの様 式 の判断力 で あ り， 別 個の もの であ る。推 測 は， それ が論理 学
の ル ールに もとづい てい る とい う ことに おい て， 独特 な形 式 化 され た解 釈方
法 であ る35)。 ■
㎜ ■
以上 の ことか ら， 分 析 は リサ ーチの一 つの要 素 で ある ことは 明ら かであ る。




























12 モ デ ル
理 論 展 開 に お け る モ デ ル の 目 的 は,(1) そ の 理 論 の 基 本 的 仮 定 を 限 定 し て 範
囲 を 定 め る こ と ，(2) 抽 象 概 念 を よ り 通 俗 的 な 要 素 や 特 性 に 関 連 づ け る こ と ，(3)
高 価 な 実 験 の 代 り に モ デ ル や そ の 媒 介 変 数 の 操 作 を 用 い る ご と ， そ し て(4.)
ア イ デ ィ ア の 源 泉 を 理 論 の 範 囲 と 応 用 と を 拡 大 す る こ と に 供 す る こ と な ど に
あ る 。 モ デ ル は ， 応 用 研 究 と 問 題 解 決 に お い て(1) そ の 問 題 の 種 類 を 明 ら か に
し て 限 定 す る た め に ，(2) 媒 介 変 数 の 様 々 な 値 に 対 す る 解 答 を 明 ら か に す る た
め に ， そ し て(3) 将 来 の 同 じ よ う な 問 題 に 対 し て ， よ り 洗 練 さ れ ， 修 正 さ れ た
モ デ ル を 示 唆 す る た め に 利 用 さ れ る 。 研 究 者 は ， 次 の4 つ の モ デ ル の 側 面 に
関 心 を も
っ て い る 。 す な わ
ち,(1) そ の 開 発 ，(2) 解 答 の 誘 導, バ3) 現 実 の 世 界 か
ら 見 て そ の モ デ ル を 検 証 す る こ と ， そ し て(4) モ デ ル が
に
い つ 修 正 さ れ ね ば な
ら な い の か を 決 定 す る た め に ， そ の モ デ ル を 制 御 す る こ と の4 つ で あ る 。
タ ラ ッ プ は ， モ デ ル と 理 論 と の 意 味 の 接 近 を 次 の よ う に 指 摘 し て い る 。
“ 主 と し て ， 理 論 を モ デ ル か ら 区 別 す る 必 要 は ， ほ と ん ど な い で あ ろ う 。 わ
れ わ れ は ， 通 常 こ の2 つ の 言 葉 を 相 互 に 置 き 換 え て 用 い る だ ろ う 。 し か し な
が ら ， 理 論 と モ デ ル の 間 の 正 式 な 相 違 は ， 理 論 の 構 造 を 吟 味 す る た め の 一 つ
の 方 法 を 示 唆 し て い る 。 従 っ て ， モ デ ル は ， 高 度 に 形 式 化 さ れ た 理 論 で あ り ，
あ る 理 論 か ら 選 ば れ た 命 題 の 列 挙 さ れ た 主 要 部 で あ り ， 理 論 の 一 つ の 説 明 で
あ る 。 モ デ ル は ， あ る 特 定 の 現 実 の セ グ メ ン ト を 整 理 し ， 説 明 し ， 予 測 し ，
あ る い は 統 制 す る た め の 組 立 て で あ り ， 設 計 で あ り ， 発 見 の 資 と な る 方 法 で
あ る39)" 。 ・I
－ 。・
モ デ ル の 様 々 な 分 類 は ， 研 究 者 に と っ て 重 要 な モ デ ル の 特 徴 を 示 す も の で
あ る 。 最 後 に ， こ れ ら の モ デ ル の 分 類 を 示 そ う 。
分 類I1)















































以 上 ， 経 営 研 究 や社 会 科 学 研 究 の 文 献 に 現 わ れ る 様 々 な 概 念 の 意 味 が論 ぜ
ら れ て き た。 そ して， 解 釈 の 相 違 点 や 問 題 点 を 明 ら か に す る た め に， い ろい
ろ な 学 者 の 見 解 を 引 用 し た。 こ の よ う な 一 連 の概 念 を 考 察 し た 目的 は， 思 考
や 解 釈 が 緻 密 に な る よ う に ， 自 分 白身 が 研 究 で 用 い る 基 本 的 概 念 に 一 層 注 意
を 喚 起 す る た め で あ う た 。 ■
■ ㎜
如 何 な る 研 究分 野 に おい て も， 一 つ の 重 要 な 発 展 段 階 は， そ の 分 野 の 基 礎
研 究 と 応 用 研 究 を 巧 み に 利 用 し て 理 論 化 す る 方 法 論 を 厳 密 に 考 え る こ と で あ
る 。 過 去 数 十 年 間 行 動 科 学 に おい て は， 知 識 の 向 上 に 向 っ て 著 しい 努 力 が 払
わ れ て き た。 こ の よ う な 目 標 に 対 して は， 重 要 に し て 刺 激的 な 進 歩 が 記 さ れ
て き た け れ ど 仏 行 動 科 学 に お け る 実 際 の 業 績 は， そ の 努 力 の大 き さに 一 致
し て は こ な か っ た 。 も ちろ ん， こ の よ う な 考 察 は， 各 学 問 の 間 で， ま た 学 間
内 の 各 専 門 領 域 の間 で か な り 異 な って い る 。 払 わ れ た 努 力 の 大 き さ と歩 調 を
合 せ て， 実 際 の成 果 が 現 わ れ て こ ない 一 つ の 重 要 な理 由 は， 表 面 的 に は 方 法
論 を 厳 密 に 考 え る こ と に 欠 け て い る か ら で あ る 。 こ の こ と は， た し か に 消 費
者 行 動 の 研 究 に おい て も例 外 で は ない 。 ま た 消 費 者 行 動 に お け る マ ー ケ テ ィ
リサ チーで用いられる概念について139
ング・ リサ ーチ の利 用 と実 施に とぅ て も， これが非常 に重 要 な意 味 を もって
りヽ る。
径 営の研 究者 は， 彼 が築 き上 げ よ う とする 科学 の構成 要素 を組 み立 て る方
法 論 を考 える必要 か お り， また同時 に自分 自身 の 努力に 最大 の 価値 が得 られ
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